
韓国道路学会と当協会との技術セミナー開催報告 
 

日本改質アスファルト協会(JMAA)広報委員会 
 
 韓国道路学会(Korean Society of Road Engineers、以下 KSRE)から、JMAAに技術セミナー開催
の要請があり、国際交流の一環として、また改質アスファルトの国際的な普及も考慮して要請を受諾

しました。技術セミナーは、平成 19年 7月 5日(木)にヒルトンホテル東京（新宿）に於いて、KSRE
側参加者 25名、JMAA側からは宮地会長以下、会員 10名の参加者により、盛大に開催されました。
概要は以下のとおりです。 
技術セミナーのタイムスケジュールは、①JMAA会長挨拶、②KSRE代表者挨拶（学会舗装委員長）、

③JMAAの紹介（広報委員長）、④JMAAからの技術セミナー（技術委員長）、⑤フリーディスカッシ
ョンの順番で、日本語から韓国語への通訳を介して行われました。 
 ②の JMAAの紹介と③の技術セミナーでは、主に日本の改質アスファルトの種類、需要動向、排水
性及び低騒音舗装の現状などについてパワーポイントで説明し、参考資料として、「JMAA 改質アス
ファルトポケットガイド(H19.1.)」「機関誌 21号掲載の[高粘度改質アスファルトの開発経緯と研究開
発の現状]」及び「機関誌 27 号掲載の[改質アスファルトの名称・標準的性状の変更について]」の３
資料を提供しました。 
また、最後のフリーディスカッションでは、一般舗装及びポーラス舗装の仕様、メンテナンス方法、

設計方法及びアスファルト混合物、舗設に関する内容まで、多岐に渡る活発な質問がありました。こ

れらの質問に対し、JMAA側から可能な範囲での回答を行い、KSRE側から大変感謝されました。 
これを機に、今後の韓国における改質アスファルトの普及を祈念しますとともに、両国間の技術交

流が深まることを期待致します。 
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